
　私たちは、湯沢南中学校の美術部です。

　この横断幕は、各種コンクールや大会等に出場する生徒を応援

するために制作しました。百花繚乱には色とりどりの花が咲き乱

れるという意味があります。

　生徒一人一人が己の力を

発揮して輝いてほしいとい

う想いを込めました。

　湯沢のみなさん、この横

断幕のように湯沢市を輝か

せるためにみんなで頑張り

ましょう。

●第２回定例会について

●議会フォーラム2025について

●議会からのおしらせ・委員会行政視察報告

●議会のうごき

82
令和７年８月１日

スマートフォン・タブレット用アプリ
「SideBooks」で「ゆざわ市議会だ
より」がご覧になれます。

発行／秋田県湯沢市議会　　編集／湯沢市議会広報広聴委員会

主な内容～湯沢南中生　応援のための横断幕　
　　　　　　　　　　　「百花繚乱」～



　７月 12日土曜日、市民に身近で信頼される
議会を目指し、市民参加の多様な意見交換の
機会の場を拡充し、議会をより身近に感じて
いただくとともに、政策立案機関としての機
能強化に繋げるため、これまでの議会報告会
に代わる取組として 2022 年から毎年継続し
て開催している議員としゃべろうマチトーー
ク！！議会フォーラム 2025 を開催しました。
今年度は昨年度の、雄勝地区 · 皆瀬地区に続い
て、稲川地区、湯沢地区で開催いたしました。
　今回の議会だよりでは、その様子を簡単に
お伝えします。

第１会場 川連漆器伝統工芸館

第２会場 雄勝郡会議事堂記念館

議会フォーラム2025を開催しました！

今回は、地域を元気にするアイデアを参加者のみなさんから頂戴し、
その中から投票により、共感する · 実現したいアイデア２つを取り
上げ、参加者全員で、さらに意見交換してみました。

① 皆が集える場所を設ける（かつての旧青少年ホームのような）　
② ｅスポーツの普及を !!

様子など
こちらから
ご覧いただけます。

持ち寄ったアイデアを発表し、意見交換していきます。

アイデア交換の様子

共感する
アイデアに投票！

他のグループは
どんなアイデア？

さらに良いアイデアに…

取り上げた２つのアイデアについて
さらに話し合いました。

ご参加くださいました皆さま、誠にありがとうございました。詳しくは、次号にて改めて掲載いたします。

① ＳＮＳの発信元を作る（地域おこし協力隊のさらなる活用）
② 中高校を含めた、多世代が集う場所を作る !!　　　

【２】ゆざわ市議会だより　№82　令和７年８月１日



※次世代に残したいホワイトな湯沢市議会のあり方に関する特別委員会
令和６年７月臨時会において、市民に身近で信頼される開かれた議会づくりを進めるため、多様性、包摂性、働きがい、

働きやすさなどの観点から持続可能な湯沢市議会のあり方について調査・検討するため設置されました。

　市当局から、市議会第２回定例会に「湯沢市議会の議員の議員報酬等に関する条例の一部改正につい
て」の提案がありました。
　市議会から市長に対し、持続可能な湯沢市議会を実現するための環境整備の一つとして、市議会議員
の報酬額改定が必要であるとの申し入れを行い、それを受けて市長が湯沢市特別職報酬等審議会へ報酬
額の改定について諮問したところ、審議会から市長に対して諮問された内容どおり改定が妥当との答申
があり、その意見を尊重し条例改正の提案となったものです。
　本会議において、付託された総務財政常任委員会の委員長から審査経過の報告があり、答申内容につ
いての質疑では、市当局から、審議会の答申において報酬額引上げに際する意見が付されたとの答弁が
あったことや、議員間討議では答申の付帯意見である「さらに活発な議会活動を期待する」に対して、
湯沢市議会として、これからしっかりと応えていかなければならないとの意見があったことが報告され
ました。本会議では、委員長の報告を受けて採決を行った結果、原案どおり可決すべきものと決しました。

◆︎改定の経過
　令和７年３月 ①�議長から市長に対し、議員報酬の改定を

申し入れ
　　　　　４月 ②�市長が特別職報酬等審議会へ議員報酬改

定を諮問
　　　　　　　�③審議会から諮問どおり改定するよう答申
　　　　　　　 ＜答申に付帯された意見＞
　　　　　　　 　・ 引上げ額が大きい印象を受けるが、平成

17年の市町村合併後は報酬額が引上げと
なっていないことを考慮すると妥当であ
る。

　　　　　　　　 ・ 報酬額の引上げにより、更に活発な議会活動を期待する。
　　　　　６月 ④令和７年第２回定例会に議員報酬条例改正案が提案され、原案どおり可決

議会から

令和７年１１月１日から　市議会議員の報酬額が改定されます

○議員報酬改定の手続

市

議

会

①報酬改定の
　申し入れ

市
　

長

②諮問

�(

公
共
的
団
体
の
代
表
者
等)

特
別
職
報
酬
等
審
議
会

④条例改正案を
提案 ③答申

議決

◆︎改定の内容
○議員報酬月額 （単位：円）

区　分 現　行 改定後 改定額
議　長 411,000 471,000 60,000

副議長 367,000 420,000 53,000

議　員 351,000 402,000 51,000

※�改定後の報酬額は、※�改定後の報酬額は、令和７年11月１日（10月19令和７年11月１日（10月19
日に執行される市議会議員選挙で当選した議員日に執行される市議会議員選挙で当選した議員
の任期の初日）から施行の任期の初日）から施行されます。されます。

・ 特別職報酬等審議会の「さらに活発な議会活動を期待する」との付帯意見に対して、市議会
としてしっかりと応えていきます。

・ 特別委員会※から提案された「湯沢市議会行動指針（ホワイトコード）」に議会全体で取り
組みます。
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議 案 審 議議 案 審 議ここでは、可決（同意）された主な議案や補正予算の
主な事業などについてご紹介します。

条
例
の
一
部
改
正

人
事
案
件

除
雪
機
械
の
購
入

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
購
入

市
道
の
廃
止

一般会計 10億 32万５千円の増額
（補正後の予算総額は、315億5,132万５千円になります）

特別会計 154万７千円の減額
（補正後の予算総額は、119億 921万１千円になります）

令 和

７ 年度
【補正予算　第１号】
▽若者世帯住宅取得費用補助金　
（まちづくり協働課）　　　　　　２，７６０万円

若者世帯の市内への移住・定住を促進するため、
住宅取得費用の一部補助に係る経費の追加

▽保育料無償化
（子ども未来課）　　　　　　１，２８８万７千円

子育て支援を推進するため、保育所及び認定こど
も園の入所に必要となる第１子の保育料を完全無
償化するための経費の追加

▽道の駅おがち周辺整備事業
（観光・ジオパーク推進課）　１，０６１万５千円

道の駅おがち周辺エリアの再整備に向けて、外部
有識者からの助言を得ながら、民間活力導入可能
性調査等を行うための経費の追加

【補正予算　第２号】
▽定額減税補足給付金給付事業
（税務課）　　　　　　　１億６，７６７万５千円

物価高に対する支援として実施する給付金・定額
減税一体措置のうち、令和６年度に給付した定額
減税補足給付金に不足のある方に対して追加給付
するための経費の追加

会　計　名 今回補正予算増減額
一 般 会 計 10億32万5千円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 △1,176万2千円
後 期 高 齢 者 医 療 △11万2千円
介 護 保 険 27万円
養護老人ホーム愛宕荘 335万3千円
皆 瀬 更 生 園 670万4千円

《各会計補正予算》

５
月
29
日
か
ら
６
月
20
日
ま
で
の
23
日
間
の
会
期
で
第
２
回
定
例
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
本
定
例
会
で
は
、
人
事
案
件
や
条
例
の
一
部
改
正
、
補

正
予
算
な
ど
議
案
、
陳
情
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。
６
月
５
日
、
６
日
、
９

日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
で
は
10
人
の
議
員
が
市
政
を
問
い
ま
し
た
。

旧
慣
使
用
権
の
廃
止

令
和
７
年　

第
２
回
定
例
会
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令和７年　第２回定例会　議決結果一覧表令和７年　第２回定例会　議決結果一覧表
○提出議案（27件）／５月29日、６月20日上程　　６月20日議決

▼付託省略（７件）
番　　号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 議決結果

議案第51号 専決処分の承認を求めることについて（湯沢市市税条例の一部改正について） 承 認
議案第52号 専決処分の承認を求めることについて（湯沢市国民健康保険税条例の一部改正について） 承 認
議案第53号 専決処分の承認を求めることについて（令和６年度湯沢市一般会計補正予算第15号） 承 認
議案第54号 固定資産評価員の選任につき同意を求めることについて 同 意
議案第71号 副市長の選任につき同意を求めることについて　※投票による採決の結果、全会一致 同 意
議案第72号 監査委員の選任につき同意を求めることについて 同 意
議案第73号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 同 意

▼総務財政常任委員会 審査（５件）
番　　号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 議決結果

議案第55号 湯沢市職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の一部改正について 原案可決
議案第56号 湯沢市議会の議員の議員報酬等に関する条例の一部改正について 原案可決
議案第61号 旧慣使用権の廃止について 原案可決
議案第74号 湯沢市議会議員及び湯沢市長の選挙における選挙運動の公営に関する条例の一部改正について 原案可決
議案第75号 湯沢市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について 原案可決

▼教育民生常任委員会 審査（３件）
番　　号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 議決結果

議案第57号 湯沢市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例及び 
湯沢市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について 原案可決

議案第58号 湯沢市後期高齢者医療に関する条例の一部改正について 原案可決
議案第76号 スクールバスの購入について 原案可決

▼産業建設常任委員会 審査（５件）
番　　号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 議決結果

議案第59号 湯沢市水道事業等給水条例の一部改正について 原案可決
議案第60号 湯沢市下水道条例の一部改正について 原案可決
議案第62号 除雪機械の購入について 原案可決
議案第63号 除雪機械の購入について 原案可決
議案第64号 市道の廃止について 原案可決

▼予算決算常任委員会 審査（７件）
番　　号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 議決結果

議案第65号 令和７年度湯沢市一般会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第66号 令和７年度湯沢市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第67号 令和７年度湯沢市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第68号 令和７年度湯沢市介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第69号 令和７年度湯沢市養護老人ホーム愛宕荘特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第70号 令和７年度湯沢市皆瀬更生園特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第77号 令和７年度湯沢市一般会計補正予算（第２号） 原案可決

○陳情（１件）
▼総務財政常任委員会 審査（１件）

番　　号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 議決結果
陳情第59号 地方財政の充実・強化を求める意見書提出に関する陳情 採　　択

○意見書案（１件）
番　　号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 議決結果

意見書案第１号 地方財政の充実・強化を求める意見書 原案可決

令
和
７
年　

第
２
回
定
例
会
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化
の
抑
制
は
、
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
上
で
重
要
課
題
と

位
置
づ
け
て
お
り
、
課
題
に
し
っ
か
り
向
き

合
い
、
国
・
県
と
連
携
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
強
み
を
生
か
し
た
対
策
を
講
じ
た
い
。

◆ 

産
業
振
興
の
基
盤
強
化
と
雇
用
拡
大
に
つ

い
て

質
問 

企
業
誘
致
の
実
績
と
雇
用
拡
大
の
現

状
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁 

昭
和
39
年
以
降
、
本
市
が
誘
致
認
定

し
た
企
業
数
は
26
社
で
あ
り
、
全
誘
致
企
業

の
従
業
員
数
は
令
和
６
年
12
月
１
日
時
点
で

約
３
０
０
０
人
で
あ
る
。

質
問 

地
場
産
業
の
振
興
と
観
光
を
結
び
つ

け
る
施
策
展
開
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁 

よ
り
多
く
の
観
光
客
を
誘
致
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
市
内
外
の
展
示
会
や
観

光
イ
ベ
ン
ト
な
ど
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
効

果
的
な
情
報
の
発
信
を
行
う
。

◆
ゆ
ざ
わ

－

Ｂ
ｉ
Ｚ
の
廃
止
に
つ
い
て

　
　
　
事
業
の
廃
止
に
当
た
り
、
相
談
者
及

び
セ
ン
タ
ー
長
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た

の
か
、
ま
た
、
今
後
の
対
応
策
に
つ
い
て
伺

う
。

答
弁 

事
業
の
廃
止
に
関
し
て
ヒ
ア
リ
ン
グ

は
行
っ
て
い
な
い
。
中
小
事
業
者
支
援
の
必

要
性
は
十
分
に
認
識
し
て
お
り
、
商
工
団
体

等
の
支
援
窓
口
と
連
携
を
密
に
し
、
相
談
内

容
に
応
じ
た
切
れ
目
の
な
い
支
援
に
努
め

る
。

◇人口減少対策について
◇�産業振興の基盤強化と雇用拡大
について
◇�ビジネス支援センター事業の廃
止について
◇�学校給食用漆器食器の導入につ
いて

佐
さ

藤
とう

功
こう

平
へい

 議員 一般質問の動画をご覧になれます。

湯沢市議会
ユーチューブチャンネル

質
問

市政を問う！

◆
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

質
問 

若
者
の
声
を
市
政
へ
反
映
す
る
取
組

が
重
要
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答
弁 

湯
沢
市
若
者
や
女
性
が
輝
く
ま
ち
づ

く
り
推
進
条
例
に
基
づ
き
、
若
い
世
代
の

方
々
が
ま
ち
づ
く
り
へ
参
画
し
、
そ
の
声
が

市
政
に
十
分
反
映
さ
れ
る
よ
う
様
々
な
取
組

を
進
め
て
い
る
。
各
種
審
議
会
の
委
員
構
成

に
つ
い
て
、
若
者
や
女
性
の
合
計
が
委
員
総

数
の
５
割
以
上
と
な
る
よ
う
に
し
、
市
民
の

方
々
か
ら
広
く
意
見
を
伺
う
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
す
る
際
に
は
、
若
い
世
代
の
方
々

の
声
も
十
分
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
い

る
。

　

若
い
世
代
の
方
々
が
地
域
に
愛
着
を
持

ち
、
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
い

た
だ
け
る
環
境
を
整
備
し
、
共
に
活
気
あ
る

ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

◆
情
報
発
信
の
推
進
に
つ
い
て

質
問 

地
域
を
元
気
に
し
よ
う
と
し
て
い
る

活
動
団
体
は
多
い
が
、
協
働
の
仕
組
み
づ
く

り
が
万
全
か
伺
う
。

答
弁 

関
係
す
る
担
当
課
だ
け
で
な
く
、
地

域
か
ら
の
情
報
提
供
を
通
じ
、
活
動
団
体
と

の
連
携
を
密
に
す
る
こ
と
で
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
、
市
民
一
人
一
人
が
地
域

の
担
い
手
と
し
て
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
い
く
。

◆
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

質
問 

地
域
ク
ラ
ブ
や
関
係
団
体
、
保
護
者

間
の
連
携
体
制
は
万
全
か
伺
う
。

答
弁 

学
校
部
活
動
と
地
域
ク
ラ
ブ
に
関
す

る
意
向
調
査
を
実
施
し
、
保
護
者
か
ら
は
、

活
動
内
容
や
環
境
の
変
化
、
学
校
と
地
域
の

関
与
、事
務
局
の
運
営
体
制
が
不
透
明
な
ど
、

地
域
移
行
に
係
る
不
安
が
あ
る
と
意
見
を
い

た
だ
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
心
配
や
不
安
を

取
り
除
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
運
営
主
体

と
関
係
団
体
の
情
報
共
有
や
協
議
の
場
を
重

ね
、
連
携
体
制
の
構
築
を
行
っ
て
い
る
。

◇2期目となった佐藤市政につて
◇持続可能なまちづくりについて
◇情報発信の推進について
◇部活動の地域移行について

市政を問う！

寺
てら

田
た

純
じゅん

二
じ

 議員 一般質問の動画をご覧になれます。

湯沢市議会
ユーチューブチャンネル

魅力ある
まちづくりを！

地域を元気に
するために！

ひと
ことひと

こと

ゆざわ市議会だより　№82　令和７年８月１日

令
和
７
年　

第
２
回
定
例
会　

一
般
質
問

【６】



◆
湯
沢
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

質
問 

本
市
の
２
０
５
０
年
人
口
予
測
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
弁 

急
激
な
人
口
減
少
は
、
少
子
化
の
進

展
、
高
齢
化
の
加
速
に
よ
り
、
自
助
・
共
助

な
ど
支
え
合
い
意
識
の
低
下
、労
働
力
不
足
、

経
済
の
停
滞
、
社
会
保
障
制
度
へ
の
負
担
増

な
ど
の
様
々
な
問
題
を
も
た
ら
す
深
刻
な
社

会
構
造
の
変
化
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
の

限
ら
れ
た
経
営
資
源
を
最
大
限
に
有
効
活
用

し
、
行
政
運
営
の
一
層
の
効
率
化
に
努
め
、

人
口
規
模
が
縮
小
す
る
中
で
も
、
市
民
が
豊

か
で
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
け
る
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

質
問 
２
０
２
４
年
の
出
生
数
が
激
減
し
た

要
因
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺

う
。

答
弁 

本
市
の
出
生
数
は
年
々
減
少
傾
向
に

あ
り
、
２
０
１
４
年
に
年
間
２
６
９
人
で

あ
っ
た
出
生
数
が
２
０
２
４
年
に
は
79
人
ま

で
減
少
し
、
特
に
２
０
２
４
年
の
対
前
年
比

は
34
％
の
減
少
と
、
直
近
10
年
間
で
減
少
率

が
最
大
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
子
化

の
進
行
が
加
速
し
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。

主
な
要
因
は
、
若
い
世
代
の
人
口
減
少
や
婚

姻
率
の
低
下
、
晩
婚
化
、
子
育
て
に
関
す
る

経
済
的
な
負
担
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
と
分
析

し
て
い
る
。

質
問 

転
出
超
過
の
現
状
に
つ
い
て
転
出
先

が
秋
田
市
や
横
手
市
に
偏
っ
て
い
る
が
、
そ

の
要
因
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か
伺

う
。

　
　
　

県
内
に
お
け
る
主
な
転
出
先
は
、
秋

田
市
が
33
・
３
％
、
横
手
市
が
28
・
１
％
を

占
め
る
。
転
出
理
由
と
し
て
、
秋
田
市
に
は

転
勤
が
最
も
多
く
、
次
い
で
結
婚
・
離
婚
、

就
職
で
あ
る
。
横
手
市
に
は
結
婚
・
離
婚
が

最
も
多
く
、
次
い
で
転
勤
、
賃
貸
住
宅
へ
の

入
居
と
な
る
。

◇湯沢市人口ビジョンについて
◇観光情報発信事業について

藤
ふじ

田
た

健
たけ

志
し

 議員 一般質問の動画をご覧になれます。

湯沢市議会
ユーチューブチャンネル

市政を問う！

◆
佐
藤
市
長
の
市
政
運
営
全
般
に
つ
い
て

質
問 

佐
藤
市
長
が
目
指
す
湯
沢
市
の
姿
、

あ
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁 

本
市
が
直
面
す
る
最
大
の
課
題
は
人

口
減
少
で
あ
り
、
人
口
が
減
少
し
て
も
市
民

が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
、
誰
も
が

安
心
し
て
子
供
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き

る
子
育
て
環
境
の
整
備
、
災
害
に
強
い
安

全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
、
観
光
誘
客
の
推

進
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
社
会
の
仕

組
み
づ
く
り
な
ど
今
や
る
べ
き
施
策
に
取
り

組
む
。中
で
も
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て
は
、

保
育
料
の
無
償
化
、学
校
給
食
費
の
無
償
化
、

今
回
、
審
議
中
の
妊
産
婦
医
療
費
助
成
制
度

な
ど
、
こ
れ
だ
け
隅
か
ら
隅
ま
で
や
っ
て
い

る
市
町
村
は
な
い
と
思
う
。
対
象
者
だ
け
で

終
わ
る
の
で
は
な
く
、
子
育
て
世
代
に
対
す

る
市
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
伝
わ
る
よ
う
Ｐ

Ｒ
を
も
っ
と
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

◆
湯
沢
駅
周
辺
複
合
施
設
に
つ
い
て

質
問 

ど
の
よ
う
な
施
設
を
目
指
す
の
か
伺

う
。

答
弁 

開
館
に
よ
り
、
商
店
街
へ
の
回
遊
性

向
上
や
、
に
ぎ
わ
い
の
波
及
効
果
が
生
ま

れ
、
駅
周
辺
や
商
店
街
を
含
む
中
心
市
街
地

全
体
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ
な
が
る
と
期
待

す
る
。
今
後
に
ぎ
わ
い
創
出
の
た
め
に
官
民

連
携
で
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
既
存

の
商
店
街
と
も
議
論
の
場
を
設
け
て
い
き
た

い
。

◆
ゆ
ざ
わ

－

Ｂ
Ｉ
Ｚ
に
つ
い
て

質
問 

ゆ
ざ
わ

－

Ｂ
Ｉ
Ｚ
の
成
果
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
　

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
満
足
」
及

び
「
や
や
満
足
」
が
９
割
を
超
え
た
。
令
和

５
年
度
の
起
業
者
20
人
中
19
人
は
ゆ
ざ
わ

－

Ｂ
Ｉ
Ｚ
利
用
者
で
あ
り
、
起
業
創
業
支
援
に

お
い
て
大
き
な
成
果
が
あ
っ
た
。

質
問 

ゆ
ざ
わ

－

Ｂ
Ｉ
Ｚ
の
再
開
は
な
い
か

伺
う
。

答
弁 

こ
れ
に
代
る
相
談
業
務
の
制
度
設
計

が
で
き
る
か
、
庁
内
で
し
っ
か
り
と
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
く
。

◇佐藤市長の市政運営全般について
◇ふるさと納税について
◇湯沢駅周辺複合施設について
◇ゆざわ-Bizについて
◇交通指導隊について
◇買い物難民について

市政を問う！

高
たか

橋
はし

大
だい

輔
すけ

 議員 一般質問の動画をご覧になれます。

湯沢市議会
ユーチューブチャンネル

答
弁

答
弁

人口減少に
歯止めを
かける！！

今、変える時、
変えていこう

ひと
ことひと

こと
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◆
湯
沢
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

質
問 

人
口
減
少
に
よ
る
地
域
活
動
に
お
け

る
影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁 

人
口
減
少
下
で
も
持
続
可
能
な
地
域

活
動
が
で
き
る
よ
う
に
、
財
政
支
援
や
人
的

支
援
を
行
う
ほ
か
、
地
域
の
活
動
拠
点
と
な

る
地
区
セ
ン
タ
ー
の
整
備
も
重
要
な
対
策
の

一
つ
と
捉
え
て
支
援
し
て
い
く
。

質
問 

人
口
減
少
に
よ
る
本
市
の
行
政
運
営

に
お
け
る
影
響
を
伺
う
。

答
弁 

職
員
数
も
少
な
く
な
る
の
で
、
申
請

処
理
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
な
ど

業
務
の
効
率
化
、
行
政
運
営
の
効
率
化
に
努

め
る
。

◆
観
光
振
興
に
つ
い
て

質
問 
小
安
峡
大
噴
湯
と
川
原
毛
大
湯
滝
へ

ス
ロ
ー
プ
カ
ー
等
の
設
置
が
可
能
か
伺
う
。

　
　
　

民
間
事
業
者
に
よ
る
情
報
収
集
と
可

能
性
調
査
を
予
定
し
て
い
る
。
自
然
環
境
や

景
観
に
与
え
る
影
響
な
ど
に
つ
い
て
十
分
な

調
査
、
検
討
を
す
る
。

◆ 

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の
再
認
定
後
の
活
動
に

つ
い
て

質
問 

ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
に

向
け
た
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁 

市
民
が
地
域
資
源
の
価
値
を
再
認
識

で
き
る
機
会
を
増
や
し
郷
土
愛
の
醸
成
を

図
っ
て
い
く
。

質
問 

ジ
オ
ス
タ
☆
ゆ
ざ
わ
の
展
示
資
料
の

現
在
の
充
実
度
に
つ
い
て
教
育
長
の
見
解
を

伺
う
。

答
弁（
教
育
長
） 

開
設
以
来
、
本
市
の
豊
か

な
自
然
と
歴
史
、
文
化
を
学
ぶ
拠
点
の
一
つ

と
し
て
、
多
く
人
々
に
来
場
い
た
だ
い
て
い

る
。
湯
沢
の
魅
力
が
多
角
的
に
深
く
理
解
で

き
る
と
の
声
も
い
た
だ
い
て
お
り
、
資
料
は

充
実
し
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
令
和
８
年
開
館
予
定
の
湯
沢
駅

周
辺
複
合
公
共
施
設
の
歴
史
資
料
展
示
機
能

を
セ
ン
タ
ー
拠
点
と
し
、
ジ
オ
ス
タ
☆
ゆ
ざ

わ
、
雄
勝
郡
会
議
事
堂
記
念
館
、
院
内
銀
山

異
人
館
及
び
稲
庭
城
を
サ
テ
ラ
イ
ト
拠
点
と

し
て
、
本
市
の
歴
史
文
化
を
体
系
的
か
つ
多

角
的
に
学
べ
る
よ
う
発
信
力
を
強
化
す
る
。

◇�令和7年3月改訂湯沢市人口�
ビジョンについて
◇観光振興について
◇�ゆざわジオパークの再認定後
の活動について

小
お

田
だ

嶋
しま

秋
しゅう

一
いち

 議員 一般質問の動画をご覧になれます。

湯沢市議会
ユーチューブチャンネル

市政を問う！

◆
若
者
世
帯
住
宅
取
得
費
用
補
助
金
に
つ
い
て

質
問 

一
般
に
住
宅
は
個
人
の
資
産
と
見
做

さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
補
助
す
る
こ
と
は
公
金

の
使
途
と
し
て
適
当
か
。

答
弁 

行
政
の
補
助
金
の
支
出
は
基
本
的
に

上
限
２
分
の
１
が
通
常
と
言
わ
れ
る
。
ま

た
、
個
人
的
な
資
産
で
も
、
浄
化
槽
の
設
置

等
様
々
な
と
こ
ろ
で
補
助
が
な
さ
れ
て
い
る

の
で
不
適
切
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問 

補
助
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
真
水
支

給
の
他
に
住
宅
ロ
ー
ン
を
前
提
と
し
た
利
子

補
給
の
よ
う
な
補
助
の
手
法
は
検
討
さ
れ
た

か
。

答
弁 

利
子
補
給
も
一
つ
の
手
法
で
あ

る
。
今
回
は
建
設
費
に
対
し
直
接
基
本
額

１
０
０
万
円
と
加
算
額
を
補
助
す
る
手
法
を

選
ん
だ
。
他
市
の
状
況
も
見
な
が
ら
、
イ
ン

パ
ク
ト
の
あ
る
節
目
の
金
額
と
し
た
。
利
子

補
給
は
、
毎
年
度
の
補
助
金
申
請
の
際
、
補

助
を
受
け
た
方
に
直
接
会
い
、
生
活
や
補
助

事
業
対
象
物
件
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
と
い

う
確
認
が
取
れ
る
。
そ
の
点
今
回
は
補
助
を

受
け
た
方
に
毎
年
任
意
で
聞
き
取
り
を
し
た

い
。

質
問 

補
助
を
受
け
た
者
が
譲
渡
や
貸
し
に

及
ぶ
場
合
、
そ
れ
を
い
か
に
制
約
す
る
か
。

答
弁 
家
が
本
来
の
目
的
以
外
に
使
わ
れ
て

い
た
、
譲
渡
し
た
等
と
い
う
こ
と
が
５
年
以

内
に
あ
れ
ば
、
そ
の
経
過
年
数
に
応
じ
て
補

助
金
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
仕
組
み
も
考
え

て
い
る
。

◆
部
活
動
地
域
移
行
に
つ
い
て

質
問 

課
外
活
動
の
あ
り
方
を
大
き
く
捉

え
、
見
直
す
良
い
機
会
で
あ
る
。
兼
部
や
学

校
外
の
施
設
・
設
備
の
有
効
活
用
、
俯
瞰
し

て
課
外
活
動
の
可
能
性
を
広
げ
る
よ
う
な
お

考
え
は
。

答
弁 

複
数
の
活
動
に
参
加
し
た
い
意
欲
的

な
小
中
学
生
が
一
定
数
い
る
。
子
供
た
ち
の

意
向
を
踏
ま
え
る
こ
と
、
地
域
に
部
活
動
を

展
開
す
る
貴
重
な
機
会
で
も
あ
り
、
将
来
的

に
、
子
供
た
ち
が
や
り
た
い
種
目
に
取
り
組

め
る
よ
う
な
体
制
を
し
っ
か
り
つ
く
る
必
要

が
あ
る
。

◇�インバウンド等誘客の推進について
◇住宅施策について
◇�市内に所在する豚舎から発生し
ていると思量される広範に及ぶ
異臭について
◇企業誘致対策について
◇部活動地域移行について

市政を問う！

大
おお　やま

山　豪
ごう

 議員 一般質問の動画をご覧になれます。

湯沢市議会
ユーチューブチャンネル

答
弁

人口減少が様々な
レベルで影響が出
てくることを共有
していきたい。

ぜひ本会議の動画
もご覧ください

ひと
ことひと

こと
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◆ 

湯
沢
市
産
米
を
活
用
し
た
本
市
の
Ｐ
Ｒ
活

動
に
つ
い
て

質
問 

全
国
的
知
名
度
、
魅
力
度
の
現
状
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
弁 

全
国
お
米
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
常
に
上

位
に
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
か
ら
全
国
的
知

名
度
、
魅
力
度
は
高
い
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。

質
問 

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
の

湯
沢
市
産
米
の
在
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁 

本
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
中
で
は
非

常
に
大
き
い
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
部
分
で
あ

る
。
引
続
き
集
荷
業
者
と
調
整
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

◆ 

東
京
都
台
東
区
と
の
姉
妹
都
市
提
携
に
向

け
た
考
え
に
つ
い
て

　
　
　

姉
妹
都
市
提
携
を
し
た
場
合
の
メ

リ
ッ
ト
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁 

特
産
品
の
販
売
促
進
や
観
光
誘
客
は

産
業
振
興
に
寄
与
し
、
文
化
交
流
の
深
化
は

市
民
生
活
を
豊
か
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
災

害
発
生
時
の
姉
妹
都
市
か
ら
の
物
資
・
人
材

支
援
が
迅
速
に
提
供
さ
れ
る
強
固
な
連
携
体

制
は
、
市
民
の
安
全
安
心
に
直
結
す
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

◆
少
子
化
に
伴
う
学
校
再
編
に
つ
い
て

質
問 

学
校
教
育
環
境
適
正
化
検
討
委
員
会

の
調
査
・
検
討
状
況
の
中
間
報
告
が
で
き
な

い
か
伺
う
。

答
弁 

令
和
６
年
７
月
に
学
校
再
編
計
画
の

見
直
し
を
視
野
に
入
れ
た
教
育
環
境
の
方
向

性
に
つ
い
て
諮
問
し
、
今
年
３
月
に
答
申
を

い
た
だ
い
て
い
る
。
会
議
に
お
い
て
は
、「
現

在
の
方
針
を
大
き
く
変
更
す
る
必
要
は
な
い

が
、
児
童
生
徒
の
減
少
が
顕
著
で
あ
る
こ
と

か
ら
次
期
計
画
策
定
に
向
け
早
期
に
検
討
を

開
始
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
ご
意
見
を
い
た

だ
い
て
い
る
。

　

議
会
に
は
、
令
和
７
年
第
３
回
定
例
会
の

全
員
協
議
会
で
説
明
予
定
で
あ
る
。

◇�湯沢市産米を活用した本市のPR活動
について
◇�東京都台東区との姉妹都市提携に向
けた考えについて
◇観光振興の在り方について
◇�人口減少や少子高齢化に伴うコミュ
ニティーについて
◇本市の介護福祉施設等の現状について
◇少子化に伴う学校再編について

高
たか

橋
はし

達
とおる

 議員 一般質問の動画をご覧になれます。

湯沢市議会
ユーチューブチャンネル

市政を問う！

◆
公
共
交
通
の
活
性
化
に
つ
い
て

質
問 

生
活
バ
ス
路
線
運
行
対
策
事
業
に
つ

い
て
、
人
口
減
少
な
ど
に
よ
り
利
用
者
の
減

少
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
事
業
の
将
来
像
を
伺

う
。

答
弁 

市
内
の
公
共
交
通
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
の
影
響
で
運
行
ダ

イ
ヤ
や
路
線
の
維
持
が
困
難
で
便
数
が
減
少

し
て
い
る
。
人
口
減
少
や
高
齢
化
に
よ
り
利

用
者
も
減
少
し
運
行
事
業
者
は
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。
市
の
財
政
負
担
も
高
止
ま

り
で
推
移
し
公
共
交
通
の
維
持
確
保
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。

　

事
業
者
等
と
一
緒
に
検
討
を
進
め
持
続
可

能
な
公
共
交
通
を
目
指
し
て
い
る
。

◆ 

市
有
林
の
活
用
に
よ
る
Ｊ

－

ク
レ
ジ
ッ
ト

創
出
に
つ
い
て

　
　
　

Ｊ

－

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
収
益
見
込
み
と

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
お
け
る
位
置
づ

け
を
伺
う
。

答
弁 

認
証
対
象
期
間
８
年
間
で
概
算
創
出

量
は
６
万
５
千
ト
ン
、
年
間
販
売
収
入
は
約

４
千
万
円
を
見
込
ん
で
お
り
、
豊
か
な
森
林

づ
く
り
の
取
組
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

◆
道
の
駅
お
が
ち
周
辺
整
備
事
業
に
つ
い
て

質
問 
地
域
の
に
ぎ
わ
い
創
出
や
観
光
振
興

な
ど
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
の
か
伺

う
。

答
弁 

県
の
南
の
玄
関
口
と
し
て
道
路
利
用

者
へ
の
観
光
情
報
発
信
や
特
産
品
販
売
な
ど

観
光
振
興
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
今
後
、
地
方
創
生
の
拠
点
化
や
防
災
機

能
の
強
化
を
見
据
え
た
再
整
備
を
進
め
、
来

訪
者
の
み
な
ら
ず
地
域
住
民
の
憩
い
の
場
や

交
流
の
場
と
し
て
利
用
拡
大
を
図
り
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
進
め
た
い
。

質
問 

整
備
後
の
来
場
者
数
や
売
上
、
雇
用

創
出
等
の
数
値
目
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
を
設
定
し

達
成
状
況
を
市
民
に
周
知
す
べ
き
と
考
え
る

が
見
解
を
伺
う
。

答
弁 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
効
果
を
測
定
す

る
た
め
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
設
定
は
必
要
で
あ
り
、
供

用
開
始
ま
で
適
切
な
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
設
定
し
達
成

状
況
を
適
宜
公
表
し
た
い
。

◇公共交通の活性化について
◇�市有林の活用によるJ-クレジッ
ト創出について
◇�道のおがち周辺整備事業につい
て

市政を問う！

石
いし

川
かわ

隆
りゅう

一
いち

 議員 一般質問の動画をご覧になれます。

湯沢市議会
ユーチューブチャンネル

質
問

質
問

市民の代表として、
本市の今後のある
べき姿を問う！

道の駅再整備によ
る活性化と公共交
通維持の可能性を
探る！

ひと
ことひと

こと
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◆
佐
藤
市
政
に
つ
い
て

質
問 

人
口
減
少
や
そ
れ
に
起
因
し
た
労

働
者
不
足
な
ど
は
解
決
に
至
っ
て
い
な
い
。

待
っ
た
な
し
の
状
況
で
あ
る
が
、
今
後
の
重

点
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁 

５
つ
の
重
点
項
目
へ
、
市
民
の
意
見

を
市
政
運
営
に
反
映
さ
せ
着
実
に
事
業
を
進

め
た
い
。
に
ぎ
わ
い
を
生
む
施
設
整
備
の
着

実
な
推
進
に
つ
い
て
は
、
大
金
を
か
け
て
整

備
し
た
も
の
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か
を

真
剣
に
や
っ
て
い
く
。

◆
産
業
振
興
に
つ
い
て

質
問 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
で

ス
キ
ー
場
を
市
内
の
子
供
た
ち
へ
無
料
開
放

し
て
も
十
分
に
元
が
取
れ
、
稼
げ
る
施
設
と

考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答
弁 
親
の
利
用
な
ど
で
料
金
的
に
変
わ
ら

ず
に
お
客
を
呼
び
込
め
れ
ば
や
っ
て
も
良

い
。
デ
ー
タ
を
分
析
し
新
し
い
制
度
と
し
て

今
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
検
討
す
る
。

質
問 

小
安
峡
温
泉
周
辺
の
活
性
化
に
、
と

こ
と
ん
山
を
核
に
自
然
を
活
か
し
た
ツ
リ
ー

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
を

充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
見
解

を
伺
う
。

答
弁 

年
間
を
通
じ
て
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー

が
必
要
と
考
え
る
。
も
う
一
つ
、
ジ
オ
ガ
イ

ド
の
皆
様
や
旅
館
の
お
か
み
さ
ん
方
の
様
々

な
活
動
を
更
に
支
援
し
、
新
た
な
施
策
を
検

討
し
た
い
。

◆
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て

質
問 

デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
は
、
地
域
経
済

を
活
性
化
さ
せ
る
有
効
な
ツ
ー
ル
と
考
え
る

が
見
解
を
伺
う
。

答
弁 

地
域
経
済
の
活
性
化
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
強
化
等
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と

認
識
す
る
が
、
導
入
は
、
運
用
コ
ス
ト
の
精

査
等
、
課
題
を
整
理
し
慎
重
な
検
討
が
必
要

で
あ
る
。

◆
学
校
教
育
に
つ
い
て

質
問 

中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
で
、
現

状
の
課
題
か
ら
本
市
の
計
画
見
直
し
の
必
要

性
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

答
弁 

国
の
有
識
者
会
議
で
令
和
８
年
度
か

ら
６
年
間
の
実
行
期
間
延
長
の
意
見
が
示
さ

れ
た
。
国
・
県
の
動
向
を
踏
ま
え
、
必
要
か

つ
弾
力
的
な
見
直
し
を
検
討
す
る
。

◇佐藤市政について
◇産業振興について
◇DXの推進について
◇学校教育について

兼
かね

子
こ

正
まさ

寛
ひろ

 議員 一般質問の動画をご覧になれます。

湯沢市議会
ユーチューブチャンネル

市政を問う！

◆
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
つ
い
て

質
問 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
向

け
た
取
組
と
成
果
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

伺
う
。

答
弁 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
向

け
、
地
域
づ
く
り
事
業
交
付
金
に
よ
る
財
政

支
援
、
集
落
支
援
員
や
ま
ち
づ
く
り
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
人
的
支
援
、
地
域
活

動
拠
点
の
整
備
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

若
者
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
た
地
域
で
の

新
た
な
活
動
の
取
組
や
、
地
域
づ
く
り
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
の
地
域
課
題
等
に
関
す
る
積
極

的
な
意
見
交
換
な
ど
に
つ
な
が
っ
た
。

　

ま
た
、
町
内
会
等
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

担
い
手
の
高
齢
化
が
課
題
で
あ
り
、
解
決
に

向
け
若
い
世
代
や
女
性
の
地
域
活
動
へ
の
参

画
を
推
進
し
て
い
く
。

◆
農
業
振
興
に
つ
い
て

質
問 

強
い
農
業
を
目
指
す
上
で
、
新
た
な

施
策
が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答
弁 

第
３
次
湯
沢
市
農
業
振
興
計
画
に
基

づ
き
、
次
世
代
を
担
う
農
業
者
を
確
保
・
育

成
す
る
。
経
営
規
模
拡
大
や
作
業
の
効
率
化

を
目
指
す
認
定
農
業
者
、
農
業
法
人
等
に
対

し
、
補
助
事
業
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
地

域
農
業
の
中
核
と
な
る
農
業
経
営
体
の
育
成

に
努
め
る
。

　

こ
の
よ
う
な
施
策
に
よ
り
強
い
農
業
が
確

立
さ
れ
て
い
く
と
考
え
る
。

　

今
後
も
地
域
や
農
業
者
と
意
見
交
換
し
な

が
ら
国
・
県
の
補
助
事
業
を
有
効
に
活
用
し

必
要
な
施
策
を
講
じ
て
い
く
。

◆
観
光
振
興
に
つ
い
て

　
　
　
本
市
に
お
け
る
観
光
資
源
の
主
な
活

用
状
況
と
今
後
の
具
体
的
な
振
興
策
に
つ
い

て
伺
う
。

答
弁 

本
市
の
観
光
資
源
と
し
て
、
豊
か
な

自
然
や
景
観
、
温
泉
、
特
色
あ
る
イ
ベ
ン
ト
、

グ
ル
メ
、
地
場
産
品
、
体
験
な
ど
が
あ
り
、

市
の
み
な
ら
ず
民
間
事
業
者
も
積
極
的
に
Ｐ

Ｒ
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
観
光
資
源
の
組
み
合
せ
に
よ
る

多
様
な
プ
ラ
ン
や
体
験
、
学
び
に
関
す
る
コ

ン
テ
ン
ツ
の
強
化
に
努
め
て
い
く
。

◇�地域コミュニティの活性化につ
いて
◇消防団について
◇農業振興について
◇観光振興について

市政を問う！

佐
さ

藤
とう

勝
まさる

 議員 一般質問の動画をご覧になれます。

湯沢市議会
ユーチューブチャンネル

質
問

急激な人口減少をはじ
めとする本市の厳しい
状況の課題解決には
至っていない。新たな
施策の提案を行なって
いく。

活気ある湯沢市を
目指します！

ひと
ことひと

こと
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令
和
７
年　

第
２
回
定
例
会　

一
般
質
問
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◆ 関 係 私 企 業 と の 請 負 契 約 な ど の 状 況 ◆

◆関係私企業との請負契約など
　１　請負契約等の状況（１件あたりの額が 30万円を超えるもの）
　　　　令和 7年 2月 1日から令和 7年 4月 30日までに締結したもの　　　該当なし
　２　請負等単価契約の状況（契約期間終了後における支払総額が 30万円を超えるもの）
　　　　令和 7年 2月 1日から令和 7年 4月 30日までに締結したもの　　　該当なし

　湯沢市議会議員政治倫理条例等に基づく議員関係私企業との請負契約等及び請負単価契約の状

況について、市長から報告がありましたので次のとおり公表します。

全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰

　

５
月
29
日
、
本
会
議
の
冒
頭
に
、
全

国
市
議
会
議
長
会
よ
り
議
員
在
職
30
年

表
彰
を
受
け
た
宮
原
議
員
に
、
高
橋
肇

議
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
た
宮
原
議
員
よ
り

「
１
９
９
５
年
（
平
成
７
年
４
月
）
か

ら
市
民
の
皆
様
の
負
託
を
得
て
議
員
に

な
ら
さ
せ
て
頂
き
、
本
年
で
30
年
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
湯
沢
市
に
住

ん
で
良
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
よ
う
、
初

心
を
忘
れ
ず
一
生
懸
命
に
頑
張
り
ま

す
。
」
と
市
民
の
皆
様
へ
向
け
、
お
礼

の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

◎議員在職30年表彰
宮　原　　晃　議員

　この調査は、早稲田大学デモクラ
シー創造研究所が全地方公共団体議
会事務局に対し、前年一年間の議会
活動に関する調査を行い、数値化し
てランキングにしているものです。
総合順位については「政策力の強
化」、「主権者の参画」、「議会機能の
強化」の三つのカテゴリーで評価さ
れ、その得点の合計で総合順位が決
定されました。
　これらは、あくまで一つの指標と
なりますが議会のいわば、通知表と
も言えます。
　今回の調査は、それ以前の調査か
ら設問、設計、配点が変わり、今
回、湯沢市議会は全国総合順位が
20位でありました。
　今後も、議会改革を一層進めてい
くとともに、市民の皆さまから評価
いただける議会を目指してまいりま
す。

地域経営のための
議会改革度調査2024
ランキングが
発表されました 様

▼ 総合評価

得点 点

全国総合 順位 位 （母数） /1544 ※母数は、全回答議会数

秋田県内 順位 位 （母数） /21 ※母数は、同一都道府県内の回答議会数

政令市・中核市以外の市 順位 位 （母数） /696 ※母数は、都道府県/政令市/中核市/一般市/東京特別区/町村 の回答議会数

▼ 分野別評価

政策力の強化 得点 点

全国 順位 位 （母数） /1544 ※母数は、全回答議会数

秋田県内 順位 位 （母数） /21 ※母数は、同一都道府県内の回答議会数

政令市・中核市以外の市 順位 位 （母数） /696 ※母数は、都道府県/政令市/中核市/一般市/東京特別区/町村 の回答議会数

主権者の参画 得点 点

全国 順位 位 （母数） /1544 ※母数は、全回答議会数

秋田県内 順位 位 （母数） /21 ※母数は、同一都道府県内の回答議会数

政令市・中核市以外の市 順位 位 （母数） /696 ※母数は、都道府県/政令市/中核市/一般市/東京特別区/町村 の回答議会数

議会機能の強化 得点 点

全国 順位 位 （母数） /1544 ※母数は、全回答議会数

秋田県内 順位 位 （母数） /21 ※母数は、同一都道府県内の回答議会数

政令市・中核市以外の市 順位 位 （母数） /696 ※母数は、都道府県/政令市/中核市/一般市/東京特別区/町村 の回答議会数

分野に属さない点数：20点（設問53自由記述）

▼ レーダーチャート

調査方法：1788自治体の議会（事務）局に対し依頼（メール及びメールアドレスを把握していない場合は葉書）。ウェブ
フォーム等により回答収集。
調査期間：2025年1⽉8⽇（⽔）から2⽉17⽇（⽉）まで
有効回答数：1544
事務局：早稲田大学デモクラシー創造研究所事務局 担当　山内・松本

湯沢市議会

個別データ票 地域経営のための議会改革度調査2024

13

285 満点：1160点 / 平均：  121点 / 最高：435点

20

1

　この度は、「地域経営のための 議会改革度調査」にご協力賜り、誠にありがとうございました。恐縮ではございますが、弊所が大切と考える視点で取
り組みを点数化したものをフィードバックさせていただきます。皆様の⽇々のお取り組みにご活用いただけますと幸いです。
　大切と考える項目には２ページ以降の「特記事項欄」に★印で明記しました。特に、議会内部だけの改革に留まらず、多様な住民の参画を議会の仕組
みとして取り組んでいることや、地域経営の視点から議会として執行部に対して提言を行なっていること、バックキャスティング型で計画や戦略に基づ
いた評価・検証・公開の原則で議会改革を進めていることなどを特に重視しています。なお、設問ごとの配点は公表していません。配点が設問ごとに異
なることから、設問ごとの得点率と総合点としての得点率が一致しないことがありますので、ご留意ください。
　また、昨年までの「議会改革度調査」と今回の「地域経営のための議会改革度調査」は設問、設計、配点が大きく異なります。そのため、昨年から順
位が上がった、下がった、という単純比較が難しいことにご留意ください。
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分野に属さない点数：20点（設問53自由記述）

▼ レーダーチャート

調査方法：1788自治体の議会（事務）局に対し依頼（メール及びメールアドレスを把握していない場合は葉書）。ウェブ
フォーム等により回答収集。
調査期間：2025年1⽉8⽇（⽔）から2⽉17⽇（⽉）まで
有効回答数：1544
事務局：早稲田大学デモクラシー創造研究所事務局 担当　山内・松本
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　この度は、「地域経営のための 議会改革度調査」にご協力賜り、誠にありがとうございました。恐縮ではございますが、弊所が大切と考える視点で取
り組みを点数化したものをフィードバックさせていただきます。皆様の⽇々のお取り組みにご活用いただけますと幸いです。
　大切と考える項目には２ページ以降の「特記事項欄」に★印で明記しました。特に、議会内部だけの改革に留まらず、多様な住民の参画を議会の仕組
みとして取り組んでいることや、地域経営の視点から議会として執行部に対して提言を行なっていること、バックキャスティング型で計画や戦略に基づ
いた評価・検証・公開の原則で議会改革を進めていることなどを特に重視しています。なお、設問ごとの配点は公表していません。配点が設問ごとに異
なることから、設問ごとの得点率と総合点としての得点率が一致しないことがありますので、ご留意ください。
　また、昨年までの「議会改革度調査」と今回の「地域経営のための議会改革度調査」は設問、設計、配点が大きく異なります。そのため、昨年から順
位が上がった、下がった、という単純比較が難しいことにご留意ください。
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り組みを点数化したものをフィードバックさせていただきます。皆様の⽇々のお取り組みにご活用いただけますと幸いです。
　大切と考える項目には２ページ以降の「特記事項欄」に★印で明記しました。特に、議会内部だけの改革に留まらず、多様な住民の参画を議会の仕組
みとして取り組んでいることや、地域経営の視点から議会として執行部に対して提言を行なっていること、バックキャスティング型で計画や戦略に基づ
いた評価・検証・公開の原則で議会改革を進めていることなどを特に重視しています。なお、設問ごとの配点は公表していません。配点が設問ごとに異
なることから、設問ごとの得点率と総合点としての得点率が一致しないことがありますので、ご留意ください。
　また、昨年までの「議会改革度調査」と今回の「地域経営のための議会改革度調査」は設問、設計、配点が大きく異なります。そのため、昨年から順
位が上がった、下がった、という単純比較が難しいことにご留意ください。

発行者：早稲田大学デモクラシー創造研究所
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▼ 総合評価

得点 点

全国総合 順位 位 （母数） /1544 ※母数は、全回答議会数

秋田県内 順位 位 （母数） /21 ※母数は、同一都道府県内の回答議会数

政令市・中核市以外の市 順位 位 （母数） /696 ※母数は、都道府県/政令市/中核市/一般市/東京特別区/町村 の回答議会数

▼ 分野別評価

政策力の強化 得点 点

全国 順位 位 （母数） /1544 ※母数は、全回答議会数

秋田県内 順位 位 （母数） /21 ※母数は、同一都道府県内の回答議会数

政令市・中核市以外の市 順位 位 （母数） /696 ※母数は、都道府県/政令市/中核市/一般市/東京特別区/町村 の回答議会数

主権者の参画 得点 点

全国 順位 位 （母数） /1544 ※母数は、全回答議会数

秋田県内 順位 位 （母数） /21 ※母数は、同一都道府県内の回答議会数

政令市・中核市以外の市 順位 位 （母数） /696 ※母数は、都道府県/政令市/中核市/一般市/東京特別区/町村 の回答議会数

議会機能の強化 得点 点

全国 順位 位 （母数） /1544 ※母数は、全回答議会数

秋田県内 順位 位 （母数） /21 ※母数は、同一都道府県内の回答議会数

政令市・中核市以外の市 順位 位 （母数） /696 ※母数は、都道府県/政令市/中核市/一般市/東京特別区/町村 の回答議会数

分野に属さない点数：20点（設問53自由記述）

▼ レーダーチャート

調査方法：1788自治体の議会（事務）局に対し依頼（メール及びメールアドレスを把握していない場合は葉書）。ウェブ
フォーム等により回答収集。
調査期間：2025年1⽉8⽇（⽔）から2⽉17⽇（⽉）まで
有効回答数：1544
事務局：早稲田大学デモクラシー創造研究所事務局 担当　山内・松本

湯沢市議会
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　湯沢市議会基本条例は、「市民福祉の向上と市の健全

な発展」の実現を目指し、市民の皆さまの広範な意見を

把握し、政策へと反映して多様化する市政の諸課題の解

決を図るほか、議会が果たすべき、監視・調査・政策立

案といった機能を最大限に発揮するなど、さまざまな使

命を果たしていくため、議会及び議員の活動原則、市長

などとの関係、議会運営の原則などを明確にし、自主

的・自立的な議会運営の実現のための基本的事項を規定

したもので、平成25年４月１日に施行されました。
　条例施行後も、市行政や議会を取り巻くさまざまな動

きに対応するため、議会公聴活動の充実を図るとともに、議会改革及び政策立案等協議の活性を推進する

ため、意見交換会の開催、広報広聴委員会及び議会改革推進会議を設置するなど、条例見直しを行ってい

ます。

　この条例は第23条第１項で、「議会は、２年ごとにこの条例の目的が達成されているかどうかを議会運
営委員会で検討しなければならない。」と規定していることから、これまでの議会運営について検証を行

いましたので、その結果を報告します。

　基本条例の検証は、① 検証実施要領の策定、② 検証表、③ 検証スケジュールなどについて協議し、次
のとおりとしました。

●検証体制：議会運営委員会委員、議長、副議長

●検証方法：�全23条の条項について１条、１項ずつ検証して、成果、課題の抽出を行い、その結果をＡ
～Ｄの４段階で評価しました。また、検証や評価が困難な条項は検証対象外としました。

●検証結果：

　今回の検証では、全ての項目において評価がＡ、Ｂのみとなり、これまでの検証結果に基づく取組の成

果が表れた結果となりました。

　評価がＡ、Ｂである項目についても、ＣやＤと評価した議員の個別意見に留意し、今後の議会活動の更

なる充実・強化を推進していきます。

　このたびの検証作業では、全議員が条文・項ごとに検証を行い、評価等について意見交換を行って決定

しました。

　また、検証等を行う過程において、議員個々の意見を大切にしながら協議を重ねました。これは、議会

基本条例の認識を深め、議会運営の課題を把握する意味において大きな意義がありました。

　議会基本条例は本議会における最高規範と定義しており、今回の検証で得た課題を全議員が共有し、さ

らに市民に身近で信頼される議会となるために議会として一体となって改善に取り組んでいくことの重要

性を強く認識するものとなりました。

湯沢市議会基本条例の
検証結果を報告します

市ホームページ
「湯沢市議会基本条
例検証結果報告書」
すべての検証結果を
掲載していますので、ご覧ください。

湯沢市基本条例【達成状況検証表】

【評価の段階と件数】
（全43項目）

Ａ：十分できている ・・・【30項目】

Ｂ：概ねできている ・・・【13項目】

Ｃ：不十分である ・・・【０項目】

Ｄ：できていない ・・・【０項目】

兼子正寛議会運営委員会委員長が
議長に報告書を提出しました

ゆざわ市議会だより　№82　令和７年８月１日【12】



　ここでは、会派および会派に属さない議員の主な活動状況とあわせて政務活動費の執行状況について
報告します。

　「政務活動費」とは、議員が政策立案、政策提言などを行うための調査研究その他の活動に資するため必
要な経費の一部として交付するものです。
　本市では、湯沢市議会における会派および会派に属さない議員 ( 会派無所属議員 ) に対して、議員 1 人当
たり月額 10,000 円を交付の上限としています。
　政務活動費の交付を受けた会派の代表者または会派無所属議員は、当該年度終了後、収入および支出の報
告書 ( 収支報告書 ) を作成し、領収書などの証拠書類を添えて議長に提出しています。
　湯沢市議会では、より一層、政務活動費の運用の透明性を高めて、市民に対する説明責任を果たすため、 

「完全後払い」として、収支報告書や領収書などをホームページで公開しています。

※その他収入については、各会派及び議員が負担しているものなどを表します。
※陳情活動と調査研究、研修等を同一行程で行った場合は、１つの項目にまとめて計上しています。

令和６年度　湯沢市議会政務活動費執行状況一覧

令和６年度令和６年度のの政務活動状況政務活動状況をお知らせしますをお知らせします

◆令和６年４月１日～令和７年３月31日
名称 湯和会・公明 政和会 湯沢政策研究会 会派に属さない議員

議員
渡部正明・柏原久寿
高橋　達・兼子正寛
佐藤愛子・高橋　肇
高橋大輔・佐藤功平

高橋克己・沓澤正雄
石川隆一・寺田純二
小田嶋秋一

大山　豪・藤田健志 宮原　晃 佐藤　勝 加藤昭嗣

主
な
活
動
内
容

①R6.5.25-26
◇調査研究（東京都）
②R6.9.７-８
◇調査研究（東京都）
③R6.3.24-25
◇調査研究（東京都）
④R7.2.３-４
◇要請·陳情活動（東京都）

①R6.10.９-10
◇研修（岩手県）
②R6.11.27-28
◇要請·陳情活動（東京都）
③R7.2.11-13 
◇調査研究（台湾）

①R6.10.16-18
◇調査研究（広島県）

①R6.11.19-20
◇調査研究（青森県）
②R7.2.15ｰ16
◇研修（東京都）

①R7.2.15-16
◇研修（東京都）

①R6.11.19-20
◇調査研究（青森県）
②R7.2.15ｰ16
◇研修（東京都）

湯和会・公明 政和会 湯沢政策研究会 宮原晃議員 佐藤勝議員 加藤昭嗣議員 計
交 付 上 限 額 840,000 600,000 240,000 120,000 120,000 120,000 2,040,000 
交 付 金 840,000 600,000 240,000 98,330 73,920 98,330 1,950,580 
そ の 他 収 入 70,060 450,984 13,109 1,650 1,650 537,453 
収 入 合 計 910,060 1,050,984 253,109 99,980 73,920 99,980 2,488,033 
調 査 研 究 費 615,260 709,518 253,109 26,060 26,060 1,630,007 
研　 修　 費 5,180 147,730 73,920 73,920 73,920 374,670 
要請・陳情活動費 289,620 193,736 483,356 
支 出 合 計 910,060 1,050,984 253,109 99,980 73,920 99,980 2,488,033 

（単位：円）◆令和６年４月１日～令和７年３月31日

市ホームページで
公開しています▶︎

※このほか、政務活動費を伴わない勉強会なども行われています。

④要望書 ③台湾桃園市

①府中市役所 ①研修会チラシ

①ヒロロスクエア①弘前市役所
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◎
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」
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マ
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ォ
ン
等
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端
末
か
ら
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域

情
報
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届
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市
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あ
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。
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災
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情
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れ
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よ
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熱
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と
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は
少
し
手
法
の
異

な
る
地
域
貢
献
な
ど
の
事
例
調
査
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

◎
長
岡
市
　
本
市
で
は
、
運
動
部
３
競

技
に
お
い
て
休
日
の
部
活
動
地
域
移
行

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
運
動
部

５
競
技
や
文
化
部
へ
同
様
の
枠
組
み
を

広
げ
る
べ
く
、
優
良
先
進
地
を
視
察
し

た
。
長
岡
市
で
は
、
長
岡
市
・
長
岡
市

教
育
委
員
会
・（
一
社
）
長
岡
ス
ポ
ー

ツ
協
会
・（
財
）
長
岡
市
芸
術
文
化
振

興
財
団
の
４
者
が
「
地
域
ク
ラ
ブ
活
動

推
進
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
。
指
導

者
の
育
成
、
運
営
支
援
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
確
保
な
ど
を
連
携
し
進
め
て
い

た
。
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
文
化
団

体
と
一
体
と
な
っ
た
運
営
体
制
、
外
部

指
導
者
の
配
置
・
役
割
を
明
確
化
し
、

教
員
の
負
担
軽
減
と
専
門
性
の
向
上
が

図
ら
れ
て
お
り
、「
部
活
動
は
学
校
だ

け
の
も
の
で
は
な
く
、
地
域
全
体
で
育

て
る
も
の
」
と
い
う
強
い
意
識
を
持
ち

行
政
主
導
で
取
り
組
ま
れ
て
い
た
。
本

市
に
お
い
て
も
基
本
計
画
を
踏
ま
え
た

移
行
が
進
む
よ
う
委
員
会
と
し
て
注
視

し
て
い
き
た
い
。

総務財政常任委員会 行政視察報告　５月12日月～14日水

教育民生常任委員会 行政視察報告　５月12日月～13日火

・・
熊熊く

ま
く
ま

本本も
と
も
と

県県け
ん
け
ん

山山や
ま
や
ま

鹿鹿がが

市市しし  

「「
や
ま
が
メ
イ
ト
」
を
活
用
し
た
行
政
情
報
等
の
発
信
に
つ
い
て
」

「「
や
ま
が
メ
イ
ト
」
を
活
用
し
た
行
政
情
報
等
の
発
信
に
つ
い
て
」

・・
長長な

が
な
が

崎崎さ
き
さ
き

県県け
ん
け
ん

雲雲う
ん
う
ん

仙仙ぜ
ん
ぜ
ん

市市しし  

「
地
熱
資
源
の
保
護
及
び
活
用
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て
」

「
地
熱
資
源
の
保
護
及
び
活
用
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て
」

・・
福福ふ

く
ふ
く

岡岡お
か
お
か

県県け
ん
け
ん

み
や
ま
市

み
や
ま
市  

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
つ
い
て
」

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
つ
い
て
」
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◎
養
老
町
　
令
和
３
年
度
か
ら
運
用
を

開
始
し
た
「
養
老
Ｐ
ａ
ｙ
」
は
、
町
内

の
半
数
以
上
の
住
民
が
日
常
的
に
利
用

し
て
お
り
、
健
康
ア
プ
リ
と
連
携
し
て

健
康
づ
く
り
を
楽
し
み
な
が
ら
ポ
イ
ン

ト
を
貯
め
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と
で
ポ
イ
ン
ト

が
付
与
さ
れ
る
仕
組
み
も
提
供
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
高
齢
者
の
見
守
り
機
能

や
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
予
約
・
決

済
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
も
行
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
「
養
老
Ｐ
ａ
ｙ
」
は

多
様
な
付
加
価
値
を
提
供
し
て
お
り
、

持
続
可
能
な
運
用
に
は
、
住
民
の
生
活

に
密
着
し
、
必
要
と
さ
れ
る
制
度
設
計

が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
視

察
と
な
っ
た
。

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、
電
子
地
域
通
貨
（
デ
ジ
タ
ル
商
品
券
）
の
導
入
に

よ
る
地
域
内
経
済
の
循
環
活
性
化
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
な
ど
を
目
的
に
、
そ
れ
ぞ

れ
特
徴
が
違
う
先
進
事
例
と
し
て
、
養
老
町
と
河
南
町
の
２
地
域
を
行
政
視
察
を
実

施
し
た
。

◎
河
南
町
　「
カ
ナ
ち
ゃ
ん
コ
イ
ン
」

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

を
契
機
と
し
て
運
用
が
開
始
さ
れ
、
現

在
ま
で
に
第
１
弾
か
ら
第
12
弾
ま
で
継

続
的
に
ポ
イ
ン
ト
還
元
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
各
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
は
、
若
年
層
・
働
き
世
代
・
高
齢

者
と
い
っ
た
対
象
世
代
を
明
確
に
設
定

し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
や

チ
ャ
ー
ジ
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
強
化
、

地
域
の
祭
り
・
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
利

用
特
典
の
付
与
な
ど
、
多
様
な
工
夫
を

凝
ら
し
、
幅
広
い
層
へ
の
利
用
促
進
が

図
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
組
に
よ

る
、
利
用
者
数
や
加
盟
店
舗
数
を
着
実

に
増
加
さ
せ
て
い
る
点
に
つ
い
て
、
大

変
参
考
と
な
る
視
察
と
な
っ
た
。

岐阜県養老郡養老町

大阪府河内郡河南町

産業建設常任委員会 行政視察報告　５月７日水～９日金

・・
岐岐ぎぎ

阜阜ふふ

県県け
ん
け
ん

養養よ
う
よ
う

老老ろ
う
ろ
う

郡郡ぐ
ん
ぐ
ん

養養よ
う
よ
う

老老ろ
う
ろ
う

町町ち
ょ
う

ち
ょ
う  

「「
養
老
Ｐ
ａ
ｙ
に
つ
い
て

養
老
Ｐ
ａ
ｙ
に
つ
い
て
」」

・・
大大お

お
お
お

阪阪さ
か
さ
か

府府ふふ

南南み
な
み

み
な
み

河河か
わ
か
わ

内内ちち

郡郡ぐ
ん
ぐ
ん

河河かか

南南な
ん
な
ん

町町ち
ょ
う

ち
ょ
う  

「「
カ
ナ
ち
ゃ
ん
コ
イ
ン
に
つ
い
て

カ
ナ
ち
ゃ
ん
コ
イ
ン
に
つ
い
て
」」

　湯沢市議会では、議会をより市民

の皆さんに身近に感じていただくこ

と、議会活動について、広く情報

を公開することを目的にラジオ番

組を作成し、エフエムゆーとぴあ

（76.3MHｚ）で随時放送しており
ます。

　過去の放送内容は湯沢市議会の

YouTubeチャンネルでお聴きいただ
けます。

ハロハロ☆ハロハロ☆
まちトーーク!!ゆざわまちトーーク!!ゆざわ

YouTube
チャンネル 

聴いてください！！
FM番組

好 評 放 送 中！

表
紙
の
作
品
（
横
断
幕
）
を
作
成
さ
れ
た

中
学
生
か
ら
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご 質 問

ご 回 答

　中学校の美術部の作品などを展示できる場所はあり
ますか。
　湯沢南中学校の美術部は９名なので、少ない展示で
も飾らせていただける場所があると、うれしいです。

　市役所ロビーや湯沢駅東西自由通路展示スペースな
ど、比較的簡易にご活用いただけるものと思います。
　また、市議会としても、市内の生徒さん方に議会活
動などへの興味を持っていただくため、つながりを持
つ意味で、例えば議会の会議があるときに議場のあ
る４階フロアでの展示
や、議会主催のイベン
トのときなどに作品を
お借りしての展示など
について検討していき
たいと思います。

（回答者：広報広聴委員会）
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7
月

12
日

に

「

議

会

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
５
」
を

開
催
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

笑
顔
と
熱
意
に
包
ま
れ
る
か

け
が
え
の
な
い
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
青

空
の
下
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に

語
り
合
う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
想
い
が
ひ
と
つ
と
な
り
、

湯
沢
市
の
さ
ら
な
る
発
展
へ

の
期
待
が
い
っ
そ
う
高
ま
り

ま
し
た
。
ご
参
加
く
だ
さ
っ

た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
ま

た
新
た
な
集
い
で
お
目
に
か

か
れ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
。

 

（
小
田
嶋
秋
一 

記
）

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長
　
藤
　
田
　
健
　
志

副
委
員
長
　
小
田
嶋
　
秋
　
一

委
　
　
員
　
宮
　
原
　
　
　
晃

委
　
　
員
　
寺
　
田
　
純
　
二

委
　
　
員
　
佐
　
藤
　
愛
　
子

委
　
　
員
　
高
　
橋
　
　
　
達

編

集

後

記

４月・５月・６月議会のうごき

８月29日 本会議　開会（議案上程、提案理由説明）
９月２日 本会議　（議案質疑・付託、請願・陳情付託）
９月４日 本会議　一般質問
９月５日 本会議　一般質問
９月８日 （一般質問　予備日）
９月９日 予算決算常任委員会（全体会：総括質疑）
９月10日 予算決算常任委員会（分科会：決算審査）
９月11日 常任委員会・分科会
９月12日 （常任委員会・分科会　予備日）
９月17日 予算決算常任委員会（全体会）
９月22日 本会議　（採決）　閉会

■請願･陳情の提出締切は８月22日（金）午後５時

９月定例会の日程（予定）

●�本会議の模様は、配信（ライブ・
録画）をしています。
　ご覧ください。➡

●�本会議や各委員会は、当日受付で�
どなたでも傍聴できます。
　�開催日に、市役所本庁舎４階議会
事務局までお越しください。

■議会中継について■議会中継について

■議会傍聴について■議会傍聴について

議長交際費（４月・５月・６月）議長交際費（４月・５月・６月）
支出区分 内　　　　　訳 件数・個数 金額（円）
会費 東北市議会議長会定期総会出席者負担金　ほか 14 100,000
弔慰 湯沢市職員死去　弔慰金 １ 5,000
賛助 原水爆禁止国民平和大行進　協賛金 １ 5,000
接遇 大分県九重町議会来湯時の歓迎酒代　ほか 2 13,145
合計 18 123,145

※各項目の詳細については、市ホームページをご覧ください。

ユーチューブ
チャンネル秋田県湯沢市議会

※日程については変更になる場合がありますので、ご了承ください。

傍聴の仕方

ライブ・録画

４月２日 ４月期月イチ オンラインミーティング
４月10日 教育民生常任委員会委員協議会
４月11日 会派代表者会議、議会運営委員会、産業建設常任委員会委

員協議会
４月15日 広報広聴委員会
４月16日 総務財政常任委員会委員協議会
４月23日 教育民生常任委員会委員協議会
４月28日 ５月期月イチ オンラインミーティング
５月７日 産業建設常任委員会行政視察（～９日、岐阜県養老町、大阪

府河南町）
５月12日 教育民生常任委員会行政視察（～13日、新潟県見附市・長

岡市）
５月12日 総務財政常任委員会行政視察（～14日、熊本県山鹿市、長

崎県雲仙市、福岡県みやま市）
５月16日 全員協議会、議員全員協議会、湯沢駅周辺複合施設整備事

業に係る意見交換会、議会運営委員会、令和７年度第１回
議会改革研修会

５月23日 九重町総務建設産業常任委員会行政視察、議会運営委員会
５月27日 広報広聴委員会
５月28日 ６月期月イチ オンラインミーティング
５月29日 本会議（開会）、議員全員協議会、会派説明会、議会運営委

員会、各常任委員会委員協議会
６月２日 本会議（議案質疑・議案付託等）、全員協議会
６月５日 本会議（一般質問）
６月６日 本会議（一般質問）、議会運営委員会
６月９日 本会議（一般質問）、林活議員連盟役員会
６月12日 予算決算常任委員会分科会、総務財政常任委員会、教育民

生常任委員会、産業建設常任委員会、教育民生常任委員会
委員協議会

６月17日 産業建設常任委員会委員協議会、予算決算常任委員会全体
会、全員協議会、会派代表者会議、広報広聴委員会

６月19日 議会運営委員会
６月20日 本会議（閉会）、予算決算常任委員会、総務財政常任委員

会、教育民生常任委員会、議員全員協議会
６月25日 議員特別研修（寺田純二議員／～26日、東京）
６月30日 議会運営委員会行政視察（石川県加賀市）

■ご意見等をお寄せください。
●�湯沢市議会に対してのご意見・ご質問などどのようなこ
とでも結構です。寄せられた内容に関しては、議会活動
の参考とさせていただくほか、市議会だよりやその他の
媒体で紹介させていただく場合があります。

郵　送：〒012-8501　
　　　　湯沢市議会事務局　宛（住所不要）
ＦＡＸ：0183-72-3780
メール：gikai@city.yuzawa.lg.jp

提出方法

※�右のQRコードから入力フォームでも提出できます。

ゆざわ市議会だより　№82　令和７年８月１日【16】


